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も く ひょう

算数
目
もく

標
ひょう

タイム 分

 学習のねらい

 取り組んだ日 月 日 曜日

2

３年生では「ぼうグラフ」を習ったね。４年生では「折
お

れ線グラフ」
を学習するよ。まずは、読み取り方を学ぼう。

下のグラフは、4月のある1日の気温の
変
へん

化
か

を表したものです。このグラフを見て、
①〜③の問題に答えましょう。

折
お

れ線グラフの読み取り方

①たてのじくは気温、横のじくは時こくを表しています。
　このグラフは、何時から何時までの記

き

録
ろく

ですか。

答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②気温がいちばん高いのは何度で、それは何時ですか。

答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③午前6時から午前７時までに、気温は何度上がっていますか。

答え　　　　　　　　　　

１日の気温の変
へん

化
か

１日の気温の変
へん

化
か

（度）
30

25

20

15

10

5

0
6
午前

7 8 9 10 11 0
午後

1 2 3 4 5 （時）

時こく（時） 午前６ 7 8 9 10 11 午後
0 １ 2 3 4 5

気温（℃） 16 19 22 23 24 26 27 28 27 27 25 25

40基
き

本
ほん

折
お

れ線グラフ
グラフの読み取り方

折
お

れ線グラフの読み取り方の学習です。
１めもりがいくつを表しているのかをた
しかめ、グラフのかたむき方から、いろ
いろな変

へん

化
か

の様子を読み取ります。

ぼうグラフの先を直線
で結

むす

んだものを、折
お

れ
線グラフというんじゃ。
変
へん

化
か

の様子が、ぼうグ
ラフよりもわかりやす
いのが特

とく

ちょうじゃよ。

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン

阿
あ

笠
がさ

博
はかせ

士



も く ひょう

算数

3

①横のじくを見ると、午前6
　時から午後5時までの記

き

録
ろく

　だとわかりますね。
　答え　午前6時から午後5時まで　

②いちばん高いところは28度。
　その時こくを見ましょう。
　答え　28度、午後1時　　

③グラフのかたむきを見ましょう。
　午前6時は16度、
　午前7時は19度なので
　3度上がっています。　　答え　3度　

左のページの折
お

れ線グラフを見て、次の問題に答えましょう。

①午前10時の気温は何度でしょう。� 答え　　　　　　　　　

②いちばん高い気温といちばん低
ひく

い気温の差
さ

を求
もと

めましょう。

� 答え　　　　　　　　　

③気温が上がったのは、午前6時から何時まででしょう。

� 答え　　　　　　　　　

④気温が変
か

わらなかったのは午後2時から午後3時の間と、
　何時から何時の間でしょう。

� 答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

折
お

れ線グラフは、グラフのかたむき方で変
か

わり方がわかります。

上がる（ふえる） 下がる（へる） 変
か

わらない

かたむき方が急なほうが、
上がり下がり（変

へん

化
か

）が
大きいね。

変
へん
化
か
が小さい 変

へん
化
か
が大きい

左のページのように、点と点をつないだ、線の折
お

れ曲がったグラフを
「折

お

れ線グラフ」といいます。ナビ

（度）
30

20

15

10

5

0
6
午前

7 8 9 10 11 0
午後

1 2 3 4 5 （時）

１日の気温の変
へん

化
か

③

①

●②

ポイント

1



4

下の折
お

れ線グラフは、なおきさんの体重を毎月はかったものです。
次の問題に答えましょう。

2

なおきさんの体重（毎月5日調べ）（kg）

28

27

26

25

0
（月）1 2 3 4 5 6 7 8

①たてじくの1めもりは、何 kgを
　表しているでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

②体重がへったのは、
　何月から何月の間でしょう。

� 答え　　　　　　　　　　　　　　

③4月から5月の間に、
　なおきさんの体重は何 kg
　ふえたでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

④1か月間でいちばん体重がふえたの
は、何月から何月の間でしょう。

� 答え　　　　　　　　　　　　　　

いちばんかたむきが大きいところ
をさがそうね。

ヒント

　　　　　　　　 の
印
しるし

は、どういう意味
なんだ？

めもりのとちゅうが
省
はぶ

かれている印
しるし

だよ。
こうすると、必

ひつ

要
よう

な
部分だけを大きく表
すことができるから、
小さな変

へん

化
か

でも読み
取りやすいグラフに
なるんだ。

小
こ

嶋
じま

元
げん

太
た



5

２つのことがらを１つのグラフで
表すと、同じ時こくの気温をくら
べたり、変

へん

化
か

のちがいをくらべた
りすることができるんじゃ。

下の折
お

れ線グラフは、みち子さんが4月 5日と 7月 31日に、2時間ごと
の気温を調べて変

へん

化
か

の様子を表したものです。次の問題に答えましょう。
3

④�４月５日と７月31日の２つのグラフを見て、気温の変
か

わり方で気づいたこと
を書きましょう。

①午前 6時の気温は、4月 5
日と 7月 31日とでは、何
度ちがうでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

②午後 2時の気温は、4月 5
日と 7月 31日とでは、何
度ちがうでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

③午後4時から午後6時まで
の気温の下がり方が大きか
ったのは、4月 5日と 7月
31日のどちらでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

２つのグラフの形
がにていますね。

最
さい

低
てい

気
き

温
おん

は……？

（度）

30

20

10

0

気温の変
か

わり方（4月5日、7月31日）

（時）6

午前

8 10 0

午後

2 4 6

7月 31日の気温
4月5日の気温

どの線が何月何日の気温を表
しているのか、きちんと読み
取りましょう。

気づいたこと

4 月 5 日 と 7 月 31
日の気温の変

へん

化
か

の様子
をくらべることができ
て、便

べん

利
り

ね…。

ヒント

円
つぶら

谷
や

光
みつ

彦
ひこ

吉
よし

田
だ

歩
あゆ

美
み

灰
はい

原
ばら

　哀
あい



分 月 日 曜日 取り組んだ日目
もく

標
ひょう

タイム

6

せんちょう

怪 ッドキ盗
かい とう その１

0

2

1

6 1 8

7 5 3

2 9 4

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

・まほうじん
・カレンダーパズル

例
れい

　　のように、たて、横、ななめに数をたして、答えが同
じになるように数をならべたものが「まほうじん」。
　　は１から９までの数を、1回ずつ使ったまほうじんだ
けど、０から８までの数を1回ずつ使ったまほうじんを、
完
かん

成
せい

させることはできますか？

例
れい

例
れい

算数
マスター

挑
ちょう

戦
せん

１ 20

怪
かい

盗
とう

キッド

このまほうじんは、１列が15になるように
作られているぞ！
では、０から８までのまほうじんは、１列を
たしていくつになるようにすればいいかな？
さぁ、下のまほうじんを完

かん

成
せい

させるのだ！

どの列も、たす
と１列15だね。
１列15だから、
３列で15×３＝
45 になるね。

１から９までの
数 を た す と、
１＋２＋３＋
４＋５＋６＋
７＋８＋９＝
45で、同じです。

０から８までの数を、
1回ずつ使うんだ！



7

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

たて2列、横 3だんの数をたすと、87に
なるところをさがしてかこめるかな。

あ

かこんだ数のうちいちばん
小さな数、つまり左上の数
を□とすると、そのとなり
の数は□＋ 1ね…。

そうか！　じゃあ横 2だんめの数は
□＋7と□＋8、横 3だんめの数は
□＋14、□＋15だ。これらを合計
すると87だから…。

横３だん

たて２列

『あ』のようにかこんだ6つの数の合計は75になります。
次に、どこかのたて2列、横3だんをかこんだら、6つ
の数の合計は、87になりました。かこんだのはどの部
分か、 でかこみましょう。

せんちょう

怪 ッドキ盗
かい とう その2



分 月 日 曜日 取り組んだ日目
もく

標
ひょう

タイム

8

同じ形をさがそう

地面に①〜④のあながあいています。
ぴったりあてはまる形をさがして、
ア〜エの記号を（（　））に書きましょう。
形はうら返してはいけません。

いろいろな形を、地面のあながふさがるようにあてはめてみよう！

・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア

①（（　　　）） ②（（　　　）） ③（（　　　）） ④（（　　　））

イ エウ

そのままではあてはまらな
いときは、回転させてから、
あてはめるといいぞ。

ひらめき

図形

挑
ちょう

戦
せん

2 20

赤
あか

井
い

秀
しゅう

一
いち



9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

かべに①〜⑤のあながあいています。ぴったりあてはまる形をさがして、
ア〜オの記号を（（　））に書きましょう。形はうら返してはいけません。

1

ア①（（　　　））

②（（　　　））

③（（　　　））

④（（　　　））

⑤（（　　　））

イ

エ

オ

ウ

にたような形がある
ね。わかりにくいとき
は、別

べつ

の紙に形をうつ
して切り取り、あなに
あてはまるか、調べて
みよう。

やってみよう

ヒント



取り組んだ日分 月 日 曜日

複
ふく

合
ごう

教
きょう

科
か

問
もん

題
だい

目ひょうタイム 20

ダンゴムシはこん虫！？

ダンゴムシの歩き方

ダンゴムシをし育
いく

しよう

　ダンゴムシは名前に「ムシ」がついていますが、
実
じ つ

は、こん虫ではなく、エビやカニなどと同じな
かま（こうかくるい）です。こん虫と同じように、頭、
むね、はらの３３つに分かれていますが、こん虫と
ちがって、むねに左右７７本ずつ、合わせて 1414本
の足があります。

　ダンゴムシは、歩き方にもおもしろい習
しゅう

せいがあり
ます。ダンゴムシの曲

ま

がり方には、あるていど決
き

まり
があり、毎回ちがう方向に曲

ま

がる習
しゅう

せいがあります。
⑴かべにぶつかったとき、たとえば１１回目に右に曲

ま

が
ると、２２回目は左へ曲

ま

がり、３３回目は右へ曲
ま

がる、
というようにぎゃくの方向に進

す す

みます。

　ダンゴムシを実
じ っ

さいにし育
い く

して、かんさつしてみま
しょう。
　はば 2020cm ぐらいのケースで、1010～ 2020ぴきぐらい
し育

い く

できます。まず、ケースを用
よ う

意
い

し、水でしめらせ
た土か、すなをしきます。次

つ ぎ

に、木や石などを入れて
ダンゴムシがかくれられる空間をつくります。さい後
に、えさにもなる落

お

ち葉
ば

を入れます。かんそうに注
ちゅう

意
い

し、こまめに水をかけることが大切です。
⑵5050mm ぐらいの落

お

ち葉
ば

４４まいをダンゴムシ 2020ぴき
で、55日間くらいで食べてしまいます。食べられてい
く様

よ う

子
す

をかんさつするのもよいでしょう。

ダンゴムシは、公園や庭
にわ

などに多くいる、とても身
み

近
ぢか

な虫です。しめった場
ば

所
しょ

を
このみ、落

お

ち葉
ば

やくさった木を食べます。体の大きさは10ｍｍから14ｍｍぐ
らいです。ダンゴムシは、てきがやってくると、体を丸めて身

み

を守
まも

る習
しゅう

せいがあ
ります。

ダンゴムシのふしぎ
国語 読かい　 算数 わり算　 理科 自ぜんの生

せい
物
ぶつ

ダンゴムシはこん虫！？

10

しょっかく

頭 むね はら

イラスト（ダンゴムシの飼育）／すどうまさゆき

Adobe stock

イラスト（ダンゴムシの性質）／モリアート



ダンゴムシの習
しゅう

せいを次
つぎ

の　　 にあてはまるように文中から、ぬき出し
て２つ書きましょう。 （15 点× 2）

・てきがやってくると  身
み

を守
まも

る。

・  曲
ま

がる。

下の図の● から→のほうこうにスタートしたダンゴムシが ⑴　　のように
進
すす

むと、どこから出てきますか。（ア）～（エ）の中からえらんで記
き

号
ごう

を
に書きましょう。 （20 点）

⑵　　のことから、5 日間で 50mm ぐらいの落
お

ち葉
ば

１まいあたり、なん
ひきのダンゴムシが食べると考えられますか。式

しき

と答えを書きましょう。
 （式

しき

10 点・答え 10 点）

ダンゴムシが、こん虫とはちがうところを、こん虫のとくちょうをもとに
せつめいしましょう。 （30 点）

1

2

3

4

式
しき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

安
あ

室
むろ

　透
とおる

11

かべにぶつかると、
どっちに進

す す

むか
たしかめてみよう。

スタート

(ア )

( エ )

( ウ )

( イ )



取り組んだ日分 月 日 曜日目
もく
標
ひょう
タイム

思考の達
た つ

人
じ ん

ツール

みんなに考えるワザを教えよう。
まずは「くらべる」ワザじゃ！　これは、いくつかのもののちがうところと
同じところを見つけることじゃ。

〈えん筆 〉 〈 消しゴム〉

使い方

におい

形

くらべるところ

ちがうところ ちがうところ

「くらべる」ワザにチャレンジ！
考えるワザをみがこう！ : ベン図

たしかにえん筆よりも、
消しゴムのほうがいろいろな
形があるね！

えん筆や消しゴムって
何でできているのかな？

いろいろなところに
目をつけてくらべるんじゃ。
辞
じ

典
てん

や図かんで調べると、
たくさんのことがわかるぞ。

調べてみよう。

かく

いろいろな形

消す

においつきの
ものがある

えん筆と消しゴムをくらべようお題

六角形や丸

同じところ

20

まずは、練習
してみよう！

12



くらべてみて思ったことを書いてみよう！（思ったこと何でもいいよ！）

スーパーマーケットとコンビニエンスストア
をくらべよう

お題

何に目をつけてくらべるかな？　 の中にくらべるところを書いて、
それぞれちがうところ、　同じところを見つけるんじゃ！

家族のだれかと
いっしょに買い物に行って、
見てきましょう！

やって
みよう！

くらべるところ

ちがうところ ちがうところ

〈 スーパーマーケット 〉 〈 コンビニエンスストア 〉

同じところ

どんな物を売ってたかな……。
お店の広さは
どうだったっけ。

13
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 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語

 　

は
、「
朝
」を
の
せ
る
と
、

「
朝
ね
ぼ
う
」、「
朝
ご
は
ん
」

の
二
つ
の
言
葉
が
で
き
る
ぞ
。

れい

例

こ
こ
に
あ
る
漢
字
の
積つ

み

木
か
ら
選え

ら

ん
で
み
よ
う
。

下
の
二
つ
の
ど
ち
ら
の
言
葉
に
も
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
が
で
き
る
よ
う
に
、

に
あ
て
は
ま
る
漢
字
の
積つ

み
木
を
選え

ら

ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

1
③

⑥

②

⑤

⑧

①

④

⑦

朝

ご
は
ん

ね
ぼ
う

そ
で

ズ
ボ
ン

助
け

荷
物

祭
り

休
み

雪
も
う
で

笛約や
く
そ
く束

向
き

の
め
り

ふ
ぶ
き

う
ら
な
い

信し
ん
ご
う号
と
ん
ぼ

口 朝

半 初は
つ

赤 花

前 手

夏

れい

例

「
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
（
複
合
語
）」
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
ま
た
、
漢
字
の
音
と

訓
の
違
い
を
正
し
く
読
み
取
り
な
が
ら
、

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

30

基
き

本
ほん

1

言
葉
・
漢
字

言
葉
の
使
い
方

漢
字
の
音
と
訓く

ん

阿
あ

笠
がさ

博
はかせ

士

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン
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不ふ

思し

議ぎ

な
手
紙
が
と
ど
い
た
よ
。
手
紙
に
は
、何
が
書
い
て
あ
る
の
か
な
？　

○
を
訓く

ん

読よ

み
で
、□
を
音
読
み
で
読
む
と
わ
か
る
よ
。

2
読
み
方
の
た
く
さ
ん
あ
る
漢
字
も
あ
る
ぞ
。

手
紙
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
ら
、
ひ
ら
が
な
で

書
い
て
み
よ
う
。

初は
じ

め
の「
実
」の

訓く
ん

読よ

み
は

「
み
」だ
ね
。

実原

季

田

区

山

度

苦

初

氏

手

根
。

岩

場

路

雨
。

名

算
、

不ふ

思し

議ぎ

な
⼿
紙

漢字力
アップ

？

吉
よし

田
だ

歩
あゆ

美
み

3



 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
下
の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

　

十じ
っ

歳さ
い

に
な
る
ま
で
、
キ
キ
は
ま
あ
ま
あ
ふ
つ
う
の
女
の
子
と
し
て
そ

だ
っ
て
き
ま
し
た
。
か
あ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

で
、
自
分
も
十じ
っ

歳さ
い

に
な
っ
た
ら

魔ま

女じ
ょ

に
な
る
か
ど
う
か
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
あ
ま
り
⑴
そ
の
こ
と
を
本
気
で
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
。（
略り
ゃ
く

）
コ
キ
リ
さ
ん
が
⑵
あ
と
を
つ
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
は
う
す
う
す
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
キ
キ
は
、
か
あ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

だ
か
ら
あ
た
し
も
、
と
か
ん
た
ん
に
考
え
る
の
は
ど
う
も
気
が
す
す
ま

な
か
っ
た
の
で
す
。

（�

あ
た
し
は
自
分
の
す
き
な
も
の
に
な
る
ん
だ
。自
分
で
決
め
る
ん
だ
）

　

キ
キ
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
コ
キ
リ
さ
ん
が
、

﹁
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
飛と

ん
で
み
な
い
？
」

と
小
さ
な
ほ
う
き
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

﹁
あ
た
し
が
？　

飛と

べ
る
？
」

﹁
魔ま

女じ
ょ

の
む
す
め
で
す
も
の
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
は
ず
よ
」

　

キ
キ
は
、
そ
の
さ
そ
う
よ
う
な
い
い
か
た
が
す
こ
し
気
に
な
り
ま
し

た
が
、
め
ず
ら
し
さ
も
て
つ
だ
っ
て
、
さ
っ
そ
く
か
ん
た
ん
な
飛と

び
あ

1��

⑴
―
―
﹁
そ
の
こ
と
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
を
次
か
ら
選え

ら

ん
で
、
記
号
を
○
で　

囲か
こ

み
ま
し
ょ
う
。

ア　

十じ
っ

歳さ
い

ま
で
ふ
つ
う
の
女
の
子
と
し
て
育
っ
て
き
た
こ
と

イ　

か
あ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

で
あ
る
こ
と

ウ　

�

十じ
っ

歳さ
い

に
な
っ
た
ら
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
か
ど
う
か
決
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と

2��

⑵�

―
―
﹁
あ
と
を
つ
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
」
コ
キ
リ
さ
ん
は
、

キ
キ
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
か
。
□
に
あ
て
は
ま
る
文
中
の
言
葉

を
書
き
ま
し
ょ
う
。
※
習
っ
て
い
な
い
漢
字
は
、ひ
ら
が
な
で
書
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

小
さ
な�

�

を
作
っ
て
、
キ
キ
に

�

と

�

を
教
え
た
。

キ
キ
は
、
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
か
ど
う
か
な
や
ん
で

い
る
よ
。「
か
あ
さ
ん
」の
コ
キ
リ
さ
ん
は
、

あ
と
を
つ
い
で
ほ
し
い
み
た
い
だ
ね
。

読
み
物[

物
語]

魔ま

女じ
ょ

の
宅た

っ

急き
ゅ
う

便び
ん

主
人
公
の
気
持
ち
が
変へ

ん

化か

し
た
「
き
っ
か
け
」
に
注
目
し
よ
う
。

1

キ
キ
が
魔
女
に
な
る
決
心
を
す
る
場
面
で

す
。
キ
キ
の
気
持
ち
が
変
化
す
る
き
っ
か

け
を
本
文
中
か
ら
見
つ
け
、
そ
の
前
後
で

気
持
ち
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
読
み
取

り
ま
す
。

20

基
き

本
ほん
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3��

⑶
―
―
﹁
お
ず
お
ず
と
」
と
は
、
ど
ん
な
様
子
で
し
ょ
う
。
次
か
ら
選え

ら

ん
で
、
記
号
を
○
で　

囲か
こ

み
ま
し
ょ
う
。

ア　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
楽
し
そ
う
な
様
子

イ　

こ
わ
が
り
、
自じ

信し
ん

が
な
い
様
子

ウ　

い
や
が
り
、
や
る
気
が
な
い
様
子

4��

⑷
―
―
﹁
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
決
心
を
し
た
」
の
は
、
ど
う
し
て
で
す
か
。
次

か
ら
選え

ら

ん
で
、
記
号
を
○
で　

囲か
こ

み
ま
し
ょ
う
。

ア　

�

コ
キ
リ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
こ
と
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
す

す
め
た
か
ら
。

イ　

ほ
う
き
で
飛と

ぶ
こ
と
が
大
好す

き
に
な
っ
た
か
ら
。

ウ　

�

魔ま

女じ
ょ

の
む
す
め
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
自
分
が
あ
と
を
つ
が
な

く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
た
か
ら
。

が
り
と
着
地
の
し
か
た
を
お
し
え
て
も
ら
う
と
、
コ
キ
リ
さ
ん
の
あ
と

に
つ
い
て
、
⑶
お
ず
お
ず
と
ほ
う
き
に
ま
た
が
っ
て
、
地
を
け
っ
た
の
で

し
た
。

　

と
た
ん
に
体
が
す
っ
と
軽
く
な
り
、
キ
キ
は
、
な
ん
と
、
空
中
に
浮う

い
て
い
た
の
で
す
！

﹁
あ
た
し
、
飛と

ん
で
る
！
」

　

キ
キ
は
思
わ
ず
さ
け
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
屋
根
よ
り
た
っ
た

三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
高
さ
で
し

た
が
、
と
て
も
い
い
気
持
ち
で
し

た
。
空
気
も
、
ほ
ん
の
す
こ
し
青

い
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
に
、
も
っ

と
高
い
と
こ
ろ
を
飛と

ん
で
み
よ

う
、
も
っ
と
、
も
っ
と
…
…
そ
し

た
ら
何
が
見
え
る
か
な
、
何
が
あ

る
か
な
、
も
っ
と
、
も
っ
と
…
…

と
ま
る
で
体
と
心
を
も
ち
あ
げ
る

よ
う
な
ふ
し
ぎ
な
興き
ょ
う

味み

が
わ
い
て

き
て
、
た
ち
ま
ち
飛と

ぶ
こ
と
が
だ
い
す
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
⑷
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
決
心
を
し
た
の
で
す
。

（
角か

ど

野の

栄え
い

子こ

『
魔ま

女じ
ょ

の
宅た

っ

急き
ゅ
う

便び
ん

』福ふ
く

音い
ん

館か
ん

書
店　

よ
り
）

魔ま

女じ
ょ

に
な
る
た
め
に
必ひ

つ

要よ
う

な
こ
と
を

教
え
よ
う
と
し
て
い
た
ん
だ
ね
。

あ
ま
り
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
気
が
な
か
っ
た

キ
キ
の
気
持
ち
が
変か

わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
。

主
人
公
の
気
持
ち
が
変へ

ん

化か

し
た
「
き
っ
か
け
」
に
注
目
し
よ
う
。
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国語
マスター

 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

月

日

曜
日

分

 
 

 
  

た
て
の
ヒ
ン
ト  

 
 

 
 

 
 

  

横
の
ヒ
ン
ト  

 
 

 

①	

カ
レ
ン
ダ
ー
の
こ
と
を
、
別べ
つ

の
言
い
方
で
何

と
い
う
？

②	

と
て
も
ほ
し
い
こ
と
を
、﹁
○
○
か
ら
手
が

出
る
」と
い
う
ね
。

③	

地
球
上
で
は
、﹁
○
○
○
」よ
り
も
海
の
ほ
う

が
広
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

④�	

ユ
リ
の
仲な
か

間ま

の

　

	

こ
の
花
の
名
前
は
？

⑦	

生
き
て
い
る
形
の
ま
ま

　
	

死
ん
で
い
る
人
の
こ
と
。

⑧	
五
月
の
第
二
日
曜
日
は
、﹁
○
○
の
日
」だ
ね
。

⑩	

お
し
り
か
ら
転
ぶ
こ
と
を
、﹁
し
り
○
○
を

つ
く
」と
い
う
ね
。

⑪	

草
の
上
に
い
て
、
よ
く
は
ね
る
虫
だ
よ
。

⑫�	

家
や
庭
な
ど
を
ぐ
る
り
と　

囲か
こ

っ
た
も
の
。

⑬�	

こ
と
わ
ざ
だ
よ
。﹁
○
○
も
積つ

も
れ
ば
山
と

な
る
」。

⑭	

﹁
失し
っ

敗ぱ
い

は
成せ
い

功こ
う

の
○
○
」。
失し
っ

敗ぱ
い

し
て
も
、
な

ぜ
失し
っ

敗ぱ
い

し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
今
度

は
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
の

こ
と
わ
ざ
。

①	

五
月
五
日
の
空
に
、
泳
い
で
い
る
も
の
は
？

⑤	

な
ぞ
な
ぞ
の
こ
と
を
、
外
国
か
ら
き
た
言
葉

で
は
何
と
い
う
の
？

⑥	

慣か
ん

用よ
う

句く

だ
よ
。﹁
○
○
に
た
こ
が
で
き
る
」。

⑧	

﹁
泣な

き
っ
つ
ら
に
○
○
」。
悪
い
こ
と
が
重
な

る
と
き
に
使
う
こ
と
わ
ざ
だ
よ
。

⑨	

﹁
○
○
○
か
る
た
」と
い
う
遊
び
を
知
っ
て
い

る
か
な
？

⑩	

家
の
外
に
も
う
け
た
出
入
り
口
の
こ
と
。
学

校
に
あ
る
の
は
、﹁
校
○
○
」と
い
う
ね
。

⑪	

く
き
に
と
げ
の
あ
る

　

	

こ
の
花
の
名
前
は
？

⑫	

﹁
負
け
」の
反
対
は
？

⑬	

こ
ど
も
の
日
に
食
べ
る
も
の
。

⑮	

手
紙
の
こ
と
。﹁
お
○
○
○
あ
り
が
と
う
」と
、

返
事
に
書
く
よ
ね
。

⑯	

ね
て
い
る
と
き
に
し
ゃ
べ
る
言
葉
。

▲

花
の
名
前
は
？

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が

完か
ん

成せ
い

し
た
ら
、

の
文
字

を
う
ま
く
な
ら
べ
て
、
花

の
名
前
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

20

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

国
語
辞じ

典て
ん

　
せ
い
か
く
を
表
す
言
葉

た
て
・
横
の
ヒ
ン
ト
か
ら
、

□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
考
え
て
、

書
き
ま
し
ょ
う
。
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挑
ちょう

戦
せん
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①
〜
⑤
の
（（　

））
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を

の
中
か
ら
選え
ら

ん
で
、
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②（（　
　
　
　
　

��

））�・
知
ら
な
い
人
を
見
て
、
は
ず
か
し
が
っ
た
り
、

�
��

泣な

い
た
り
す
る
こ
と
（
子
）

③（（　
　
　
　
　

��

））�・
か
ん
た
ん
に
で
き
る
こ
と
で
も
、

�
��

め
ん
ど
う
が
っ
て
や
ろ
う
と
し
な
い
人

　

へ
そ
曲
が
り�

・
す
な
お
で
は
な
く
、
何
で
も
さ
か
ら
う
人

　

負
け
ず
ぎ
ら
い�

・
負
け
る
こ
と
が
き
ら
い
な
人

④（（　
　
　
　
　

��

））�・
先
の
こ
と
を
よ
く
考
え
ず
に
、

�
��

行
動
し
て
し
ま
う
人

⑤（（　
　
　
　
　

��

））�・
く
よ
く
よ
せ
ず
、
未み

来ら
い

を
明
る
く
考
え
る
人

　

わ
が
ま
ま�

�・
勝
手
気
ま
ま
に
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
、�

��

し
た
い
よ
う
に
す
る
こ
と

　

わ
ん
ぱ
く�

・
元
気
で
活
発
な
子
ど
も

　
　

む
て
っ
ぽ
う　
　
　

人
見
知
り　
　
　

楽
天
家　
　
　

八
方
美
人　
　
　

ぶ
し
ょ
う
者

せ
い
か
く
を
表
す
言
葉

今
回
は
、「
せ
い
か
く
を
表
す
言
葉
」
を
取
り

上
げ
た
ぞ
。
あ
な
た
の
周ま

わ

り
に
、
こ
う
い
う

人
は
い
な
い
か
な
？

　

ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん�

・
い
い
か
げ
ん
な
こ
と

　

出
し
ゃ
ば
り�

・
自
分
が
す
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
に
、

�
��

口
出
し
や
手
出
し
す
る
こ
と
（
人
）

　

照て

れ
屋�

・
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
ぐ
に
照て

れ
る
人

　

な
ま
け
者�

・
す
ぐ
に
さ
ぼ
り
た
が
る
人

　

の
ん
き
者�

・
の
ん
び
り
し
て
、
急
が
な
い
人

①（（　
　
　
　
　

��

））�・
み
ん
な
に
良よ

く
思
わ
れ
よ
う
と
し
て
、

�
��

だ
れ
と
で
も
調
子
を
合
わ
せ
て
つ
き
合
う
人

　

ひ
と
り
よ
が
り�

・
自
分
の
考
え
だ
け
を
い
い
と
思
い
、

�
��

他
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
こ
と
（
人
）

2
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つたえる

作文

 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

月

日

曜
日

分

も
し
き
み
が
犬
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
毎
日
の
生
活
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
想そ

う

像ぞ
う

し
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

犬
の
気
持
ち
に
な

っ
て
、
考
え
て
み

る
ん
じ
ゃ
。

き
み
の
名
前
は
？

何
を
し
て
遊
ぶ
？

犬
に
な
っ
た
き
み
か
ら
見
た
、

人
間
の
き
み
は
ど
ん
な
人
か
な
？

犬
の
き
み
か
ら
、
人
間
に

言
い
た
い
こ
と
は
？

ど
ん
な
種し

ゅ

類る
い

や

大
き
さ
の
犬
か
な
？

朝
起
き
た
ら
、

ま
ず
何
を
す
る
？

想そ
う

像ぞ
う

し
て
書
い
て
み
よ
う

現
実
か
ら
は
な
れ
た
場
面
を
い
ろ
い
ろ
と

想
像
し
て
書
い
て
み
る
問
題
で
す
。
想
像

を
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ま
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
話
の
き
っ
か
け
に
し
て
物
語
を
書

い
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

40

1 挑
ちょう

戦
せん

2
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も
し
も
無む

人じ
ん

島と
う

に
流
れ
着
い
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
想そ

う

像ぞ
う

し
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

な
？

ま
ず
、
何
が
必ひ

つ

要よ
う

か
な
？

ア　

食
べ
物

イウア
の
食
べ
物
は
、

ど
う
や
っ
て
さ
が
す
？

イ
は
ど
う
し
よ
う
？

ウ
は
ど
う
す
る
？

2

9



解答編



Ⓒ青山剛昌／小学館　Ⓒ小学館・ShoPro2022 Printed in Japan72-01-411-15　22.10　Ⓒ青山剛昌／小学館　Ⓒ小学館・ShoPro2022 Printed in Japan



も く ひょう

算数
目
もく

標
ひょう

タイム 分

 学習のねらい

 取り組んだ日 月 日 曜日

2

３年生では「ぼうグラフ」を習ったね。４年生では「折
お

れ線グラフ」
を学習するよ。まずは、読み取り方を学ぼう。

下のグラフは、4月のある1日の気温の
変
へん

化
か

を表したものです。このグラフを見て、
①〜③の問題に答えましょう。

折
お

れ線グラフの読み取り方

①たてのじくは気温、横のじくは時こくを表しています。
　このグラフは、何時から何時までの記

き

録
ろく

ですか。

答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②気温がいちばん高いのは何度で、それは何時ですか。

答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

③午前6時から午前７時までに、気温は何度上がっていますか。

答え　　　　　　　　　　

１日の気温の変
へん

化
か

１日の気温の変
へん

化
か

（度）
30

25

20

15

10

5

0
6
午前

7 8 9 10 11 0
午後

1 2 3 4 5 （時）

時こく（時） 午前６ 7 8 9 10 11 午後
0 １ 2 3 4 5

気温（℃） 16 19 22 23 24 26 27 28 27 27 25 25

40基
き

本
ほん

折
お

れ線グラフ
グラフの読み取り方

折
お

れ線グラフの読み取り方の学習です。
１めもりがいくつを表しているのかをた
しかめ、グラフのかたむき方から、いろ
いろな変

へん

化
か

の様子を読み取ります。

ぼうグラフの先を直線
で結

むす

んだものを、折
お

れ
線グラフというんじゃ。
変
へん

化
か

の様子が、ぼうグ
ラフよりもわかりやす
いのが特

とく

ちょうじゃよ。

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン

阿
あ

笠
がさ

博
はかせ

士

午前6時から午後5時まで

28度　、　午後1時

3度



も く ひょう

算数

3

①横のじくを見ると、午前6
　時から午後5時までの記

き

録
ろく

　だとわかりますね。
　答え　午前6時から午後5時まで　

②いちばん高いところは28度。
　その時こくを見ましょう。
　答え　28度、午後1時　　

③グラフのかたむきを見ましょう。
　午前6時は16度、
　午前7時は19度なので
　3度上がっています。　　答え　3度　

左のページの折
お

れ線グラフを見て、次の問題に答えましょう。

①午前10時の気温は何度でしょう。� 答え　　　　　　　　　

②いちばん高い気温といちばん低
ひく

い気温の差
さ

を求
もと

めましょう。

� 答え　　　　　　　　　

③気温が上がったのは、午前6時から何時まででしょう。

� 答え　　　　　　　　　

④気温が変
か

わらなかったのは午後2時から午後3時の間と、
　何時から何時の間でしょう。

� 答え　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

折
お

れ線グラフは、グラフのかたむき方で変
か

わり方がわかります。

上がる（ふえる） 下がる（へる） 変
か

わらない

かたむき方が急なほうが、
上がり下がり（変

へん

化
か

）が
大きいね。

変
へん
化
か
が小さい 変

へん
化
か
が大きい

左のページのように、点と点をつないだ、線の折
お

れ曲がったグラフを
「折

お

れ線グラフ」といいます。ナビ

（度）
30

20

15

10

5

0
6
午前

7 8 9 10 11 0
午後

1 2 3 4 5 （時）

１日の気温の変
へん

化
か

③

①

●②

ポイント

1

24度

12度28−16＝12

午後1時

午後4時から午後5時の間



4

下の折
お

れ線グラフは、なおきさんの体重を毎月はかったものです。
次の問題に答えましょう。

2

なおきさんの体重（毎月5日調べ）（kg）

28

27

26

25

0
（月）1 2 3 4 5 6 7 8

①たてじくの1めもりは、何 kgを
　表しているでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

②体重がへったのは、
　何月から何月の間でしょう。

� 答え　　　　　　　　　　　　　　

③4月から5月の間に、
　なおきさんの体重は何 kg
　ふえたでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

④1か月間でいちばん体重がふえたの
は、何月から何月の間でしょう。

� 答え　　　　　　　　　　　　　　

いちばんかたむきが大きいところ
をさがそうね。

ヒント

　　　　　　　　 の
印
しるし

は、どういう意味
なんだ？

めもりのとちゅうが
省
はぶ

かれている印
しるし

だよ。
こうすると、必

ひつ

要
よう

な
部分だけを大きく表
すことができるから、
小さな変

へん

化
か

でも読み
取りやすいグラフに
なるんだ。

小
こ

嶋
じま

元
げん

太
た

0.1kg

0.4kg

6月から7月の間

3月から4月の間



5

２つのことがらを１つのグラフで
表すと、同じ時こくの気温をくら
べたり、変

へん

化
か

のちがいをくらべた
りすることができるんじゃ。

下の折
お

れ線グラフは、みち子さんが4月 5日と 7月 31日に、2時間ごと
の気温を調べて変

へん

化
か

の様子を表したものです。次の問題に答えましょう。
3

④�４月５日と７月31日の２つのグラフを見て、気温の変
か

わり方で気づいたこと
を書きましょう。

①午前 6時の気温は、4月 5
日と 7月 31日とでは、何
度ちがうでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

②午後 2時の気温は、4月 5
日と 7月 31日とでは、何
度ちがうでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

③午後4時から午後6時まで
の気温の下がり方が大きか
ったのは、4月 5日と 7月
31日のどちらでしょう。

� 答え　　　　　　　　　

２つのグラフの形
がにていますね。

最
さい

低
てい

気
き

温
おん

は……？

（度）

30

20

10

0

気温の変
か

わり方（4月5日、7月31日）

（時）6

午前

8 10 0

午後

2 4 6

7月 31日の気温
4月5日の気温

どの線が何月何日の気温を表
しているのか、きちんと読み
取りましょう。

気づいたこと

4 月 5 日 と 7 月 31
日の気温の変

へん

化
か

の様子
をくらべることができ
て、便

べん

利
り

ね…。

ヒント

円
つぶら

谷
や

光
みつ

彦
ひこ

吉
よし

田
だ

歩
あゆ

美
み

灰
はい

原
ばら

　哀
あい

16度

15度

4月5日

（例）最低気温は4月5日と

7月31日どちらも午前6時で

同じ時こくになっている。



分 月 日 曜日 取り組んだ日目
もく

標
ひょう

タイム

6

せんちょう

怪 ッドキ盗
かい とう その１

0

2

1

6 1 8

7 5 3

2 9 4

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

たすと
15

・まほうじん
・カレンダーパズル

例
れい

　　のように、たて、横、ななめに数をたして、答えが同
じになるように数をならべたものが「まほうじん」。
　　は１から９までの数を、1回ずつ使ったまほうじんだ
けど、０から８までの数を1回ずつ使ったまほうじんを、
完
かん

成
せい

させることはできますか？

例
れい

例
れい

算数
マスター

挑
ちょう

戦
せん

１ 20

怪
かい

盗
とう

キッド

このまほうじんは、１列が15になるように
作られているぞ！
では、０から８までのまほうじんは、１列を
たしていくつになるようにすればいいかな？
さぁ、下のまほうじんを完

かん

成
せい

させるのだ！

どの列も、たす
と１列15だね。
１列15だから、
３列で15×３＝
45 になるね。

１から９までの
数 を た す と、
１＋２＋３＋
４＋５＋６＋
７＋８＋９＝
45で、同じです。

０から８までの数を、
1回ずつ使うんだ！7 5

4 6

3 8
0から8までの数を
たすと36。3列
あるから、1列が
12になるように
数を入れます。



7

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

たて2列、横 3だんの数をたすと、87に
なるところをさがしてかこめるかな。

あ

かこんだ数のうちいちばん
小さな数、つまり左上の数
を□とすると、そのとなり
の数は□＋ 1ね…。

そうか！　じゃあ横 2だんめの数は
□＋7と□＋8、横 3だんめの数は
□＋14、□＋15だ。これらを合計
すると87だから…。

横３だん

たて２列

『あ』のようにかこんだ6つの数の合計は75になります。
次に、どこかのたて2列、横3だんをかこんだら、6つ
の数の合計は、87になりました。かこんだのはどの部
分か、 でかこみましょう。

せんちょう

怪 ッドキ盗
かい とう その2

0から8までの数を
たすと36。3列
あるから、1列が
12になるように
数を入れます。

正かいはここだ！
かこみの中の左上の数を□とすると、
□＋□＋1＋□＋7＋□＋8＋□＋14
＋□＋15＝87　なので、
□×6＋1＋7＋8＋14＋15＝87
と考えられます。つまり、
□×6＋45＝87です。
□×6＝87−45　□×6＝42で、
□＝7。この7は左上にくる数なので、
7、8、14、15、21、22をかこんだ
部分になります。



分 月 日 曜日 取り組んだ日目
もく

標
ひょう

タイム

8

同じ形をさがそう

地面に①〜④のあながあいています。
ぴったりあてはまる形をさがして、
ア〜エの記号を（（　））に書きましょう。
形はうら返してはいけません。

いろいろな形を、地面のあながふさがるようにあてはめてみよう！

・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

ア

①（（　　　）） ②（（　　　）） ③（（　　　）） ④（（　　　））

イ エウ

そのままではあてはまらな
いときは、回転させてから、
あてはめるといいぞ。

ひらめき

図形

挑
ちょう

戦
せん

2 20

赤
あか

井
い

秀
しゅう

一
いち

イ ウ ア エ



9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

かべに①〜⑤のあながあいています。ぴったりあてはまる形をさがして、
ア〜オの記号を（（　））に書きましょう。形はうら返してはいけません。

1

ア①（（　　　））

②（（　　　））

③（（　　　））

④（（　　　））

⑤（（　　　））

イ

エ

オ

ウ

にたような形がある
ね。わかりにくいとき
は、別

べつ

の紙に形をうつ
して切り取り、あなに
あてはまるか、調べて
みよう。

やってみよう

ヒント

イ

ウ

ア

エ

オ



取り組んだ日分 月 日 曜日

複
ふく

合
ごう

教
きょう

科
か

問
もん

題
だい

目ひょうタイム 20

ダンゴムシはこん虫！？

ダンゴムシの歩き方

ダンゴムシをし育
いく

しよう

　ダンゴムシは名前に「ムシ」がついていますが、
実
じ つ

は、こん虫ではなく、エビやカニなどと同じな
かま（こうかくるい）です。こん虫と同じように、頭、
むね、はらの３３つに分かれていますが、こん虫と
ちがって、むねに左右７７本ずつ、合わせて 1414本
の足があります。

　ダンゴムシは、歩き方にもおもしろい習
しゅう

せいがあり
ます。ダンゴムシの曲

ま

がり方には、あるていど決
き

まり
があり、毎回ちがう方向に曲

ま

がる習
しゅう

せいがあります。
⑴かべにぶつかったとき、たとえば１１回目に右に曲

ま

が
ると、２２回目は左へ曲

ま

がり、３３回目は右へ曲
ま

がる、
というようにぎゃくの方向に進

す す

みます。

　ダンゴムシを実
じ っ

さいにし育
い く

して、かんさつしてみま
しょう。
　はば 2020cm ぐらいのケースで、1010～ 2020ぴきぐらい
し育

い く

できます。まず、ケースを用
よ う

意
い

し、水でしめらせ
た土か、すなをしきます。次

つ ぎ

に、木や石などを入れて
ダンゴムシがかくれられる空間をつくります。さい後
に、えさにもなる落

お

ち葉
ば

を入れます。かんそうに注
ちゅう

意
い

し、こまめに水をかけることが大切です。
⑵5050mm ぐらいの落

お

ち葉
ば

４４まいをダンゴムシ 2020ぴき
で、55日間くらいで食べてしまいます。食べられてい
く様

よ う

子
す

をかんさつするのもよいでしょう。

ダンゴムシは、公園や庭
にわ

などに多くいる、とても身
み

近
ぢか

な虫です。しめった場
ば

所
しょ

を
このみ、落

お

ち葉
ば

やくさった木を食べます。体の大きさは10ｍｍから14ｍｍぐ
らいです。ダンゴムシは、てきがやってくると、体を丸めて身

み

を守
まも

る習
しゅう

せいがあ
ります。

ダンゴムシのふしぎ
国語 読かい　 算数 わり算　 理科 自ぜんの生

せい
物
ぶつ

ダンゴムシはこん虫！？

10

しょっかく

頭 むね はら

イラスト（ダンゴムシの飼育）／すどうまさゆき

Adobe stock

イラスト（ダンゴムシの性質）／モリアート



ダンゴムシの習
しゅう

せいを次
つぎ

の　　 にあてはまるように文中から、ぬき出し
て２つ書きましょう。 （15 点× 2）

・てきがやってくると  身
み

を守
まも

る。

・  曲
ま

がる。

下の図の● から→のほうこうにスタートしたダンゴムシが ⑴　　のように
進
すす

むと、どこから出てきますか。（ア）～（エ）の中からえらんで記
き

号
ごう

を
に書きましょう。 （20 点）

⑵　　のことから、5 日間で 50mm ぐらいの落
お

ち葉
ば

１まいあたり、なん
ひきのダンゴムシが食べると考えられますか。式

しき

と答えを書きましょう。
 （式

しき

10 点・答え 10 点）

ダンゴムシが、こん虫とはちがうところを、こん虫のとくちょうをもとに
せつめいしましょう。 （30 点）

1

2

3

4

式
しき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

安
あ

室
むろ

　透
とおる

11

かべにぶつかると、
どっちに進

す す

むか
たしかめてみよう。

スタート

(ア )

( エ )

( ウ )

( イ )

体を丸めて

20 ÷ 4 ＝ 5

（エ）

5 ひき

毎回ちがう方向に

（例
れ い

） こん虫は足が６本だけど、ダンゴムシは足が
14 本ある。

4 まいの落
お

ち葉
ば

を 20 ぴきのダンゴムシが食べるので
↓÷ 4 ↓÷ 4
1 まいの落ち葉では5ひきですね。

右

右

左

左

20 ÷ 4



取り組んだ日分 月 日 曜日目
もく
標
ひょう
タイム

思考の達
た つ

人
じ ん

ツール

みんなに考えるワザを教えよう。
まずは「くらべる」ワザじゃ！　これは、いくつかのもののちがうところと
同じところを見つけることじゃ。

〈えん筆 〉 〈 消しゴム〉

使い方

におい

形

くらべるところ

ちがうところ ちがうところ

「くらべる」ワザにチャレンジ！
考えるワザをみがこう！ : ベン図

たしかにえん筆よりも、
消しゴムのほうがいろいろな
形があるね！

えん筆や消しゴムって
何でできているのかな？

いろいろなところに
目をつけてくらべるんじゃ。
辞
じ

典
てん

や図かんで調べると、
たくさんのことがわかるぞ。

調べてみよう。

かく

いろいろな形

消す

においつきの
ものがある

えん筆と消しゴムをくらべようお題

六角形や丸

同じところ

20

まずは、練習
してみよう！

12

（例）

色 いろいろ



くらべてみて思ったことを書いてみよう！（思ったこと何でもいいよ！）

スーパーマーケットとコンビニエンスストア
をくらべよう

お題

何に目をつけてくらべるかな？　 の中にくらべるところを書いて、
それぞれちがうところ、　同じところを見つけるんじゃ！

家族のだれかと
いっしょに買い物に行って、
見てきましょう！

やって
みよう！

くらべるところ

ちがうところ ちがうところ

〈 スーパーマーケット 〉 〈 コンビニエンスストア 〉

同じところ

どんな物を売ってたかな……。
お店の広さは
どうだったっけ。

13

2 〜 4 人ぐらい

安売りや
タイムセールがある

食べ物　中心

1 階だて

たくさんレジの人

品物の
しゅるい

たて物の
広さ

安売り

食べ物、いるい

学用品

2 階だてもある

（例）

（例）くらべるには、「ちがうところ」だけではなく
　　 「同じところ」を見つけることが大切だとわかった。
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 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語

 　

は
、「
朝
」を
の
せ
る
と
、

「
朝
ね
ぼ
う
」、「
朝
ご
は
ん
」

の
二
つ
の
言
葉
が
で
き
る
ぞ
。

れい

例

こ
こ
に
あ
る
漢
字
の
積つ

み

木
か
ら
選え

ら

ん
で
み
よ
う
。

下
の
二
つ
の
ど
ち
ら
の
言
葉
に
も
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
が
で
き
る
よ
う
に
、

に
あ
て
は
ま
る
漢
字
の
積つ

み
木
を
選え

ら

ん
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

1
③

⑥

②

⑤

⑧

①

④

⑦

朝

ご
は
ん

ね
ぼ
う

そ
で

ズ
ボ
ン

助
け

荷
物

祭
り

休
み

雪
も
う
で

笛約や
く
そ
く束

向
き

の
め
り

ふ
ぶ
き

う
ら
な
い

信し
ん
ご
う号
と
ん
ぼ

口 朝

半 初は
つ

赤 花

前 手

夏

れい

例

「
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
（
複
合
語
）」
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
ま
た
、
漢
字
の
音
と

訓
の
違
い
を
正
し
く
読
み
取
り
な
が
ら
、

理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

30

基
き

本
ほん

1

言
葉
・
漢
字

言
葉
の
使
い
方

漢
字
の
音
と
訓く

ん

阿
あ

笠
がさ

博
はかせ

士

江
え

戸
ど

川
がわ

コナン

2

半

初

赤

手

口

花

夏

前



不ふ

思し

議ぎ

な
手
紙
が
と
ど
い
た
よ
。
手
紙
に
は
、何
が
書
い
て
あ
る
の
か
な
？　

○
を
訓く

ん

読よ

み
で
、□
を
音
読
み
で
読
む
と
わ
か
る
よ
。

2
読
み
方
の
た
く
さ
ん
あ
る
漢
字
も
あ
る
ぞ
。

手
紙
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
ら
、
ひ
ら
が
な
で

書
い
て
み
よ
う
。

初は
じ

め
の「
実
」の

訓く
ん

読よ

み
は

「
み
」だ
ね
。

実原

季

田

区

山

度

苦

初

氏

手

根
。

岩

場

路

雨
。

名

算
、

不ふ

思し

議ぎ

な
⼿
紙

漢字力
アップ

？

吉
よし

田
だ

歩
あゆ

美
み

3

み
な
さ
ん
、

げ
ん
き
？

た
く
さ
ん
ど
く
し
ょ

し
て
ね
。

が
ん
ば
ろ
う
。



 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

 学習のねらい

月

日

曜
日

分

国語
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
下
の
問
題
に
答
え
ま
し
ょ
う
。

　

十じ
っ

歳さ
い

に
な
る
ま
で
、
キ
キ
は
ま
あ
ま
あ
ふ
つ
う
の
女
の
子
と
し
て
そ

だ
っ
て
き
ま
し
た
。
か
あ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

で
、
自
分
も
十じ
っ

歳さ
い

に
な
っ
た
ら

魔ま

女じ
ょ

に
な
る
か
ど
う
か
決
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
あ
ま
り
⑴
そ
の
こ
と
を
本
気
で
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で

す
。（
略り
ゃ
く

）
コ
キ
リ
さ
ん
が
⑵
あ
と
を
つ
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
は
う
す
う
す
感
じ
て
い
ま
し
た
。
で
も
キ
キ
は
、
か
あ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

だ
か
ら
あ
た
し
も
、
と
か
ん
た
ん
に
考
え
る
の
は
ど
う
も
気
が
す
す
ま

な
か
っ
た
の
で
す
。

（�

あ
た
し
は
自
分
の
す
き
な
も
の
に
な
る
ん
だ
。自
分
で
決
め
る
ん
だ
）

　

キ
キ
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
コ
キ
リ
さ
ん
が
、

﹁
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
飛と

ん
で
み
な
い
？
」

と
小
さ
な
ほ
う
き
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

﹁
あ
た
し
が
？　

飛と

べ
る
？
」

﹁
魔ま

女じ
ょ

の
む
す
め
で
す
も
の
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
な
は
ず
よ
」

　

キ
キ
は
、
そ
の
さ
そ
う
よ
う
な
い
い
か
た
が
す
こ
し
気
に
な
り
ま
し

た
が
、
め
ず
ら
し
さ
も
て
つ
だ
っ
て
、
さ
っ
そ
く
か
ん
た
ん
な
飛と

び
あ

1��

⑴
―
―
﹁
そ
の
こ
と
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
を
次
か
ら
選え

ら

ん
で
、
記
号
を
○
で　

囲か
こ

み
ま
し
ょ
う
。

ア　

十じ
っ

歳さ
い

ま
で
ふ
つ
う
の
女
の
子
と
し
て
育
っ
て
き
た
こ
と

イ　

か
あ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

で
あ
る
こ
と

ウ　

�

十じ
っ

歳さ
い

に
な
っ
た
ら
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
か
ど
う
か
決
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と

2��

⑵�

―
―
﹁
あ
と
を
つ
い
で
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
」
コ
キ
リ
さ
ん
は
、

キ
キ
に
ど
ん
な
こ
と
を
し
ま
し
た
か
。
□
に
あ
て
は
ま
る
文
中
の
言
葉

を
書
き
ま
し
ょ
う
。
※
習
っ
て
い
な
い
漢
字
は
、ひ
ら
が
な
で
書
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　

小
さ
な�

�

を
作
っ
て
、
キ
キ
に

�

と

�

を
教
え
た
。

キ
キ
は
、
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
か
ど
う
か
な
や
ん
で

い
る
よ
。「
か
あ
さ
ん
」の
コ
キ
リ
さ
ん
は
、

あ
と
を
つ
い
で
ほ
し
い
み
た
い
だ
ね
。

読
み
物[

物
語]

魔ま

女じ
ょ

の
宅た

っ

急き
ゅ
う

便び
ん

主
人
公
の
気
持
ち
が
変へ

ん

化か

し
た
「
き
っ
か
け
」
に
注
目
し
よ
う
。

1

キ
キ
が
魔
女
に
な
る
決
心
を
す
る
場
面
で

す
。
キ
キ
の
気
持
ち
が
変
化
す
る
き
っ
か

け
を
本
文
中
か
ら
見
つ
け
、
そ
の
前
後
で

気
持
ち
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
読
み
取

り
ま
す
。

20

基
き

本
ほん

2

4

ほ

う

き

と

び

あ

が

り

着

地

の

し

か

た



3��

⑶
―
―
﹁
お
ず
お
ず
と
」
と
は
、
ど
ん
な
様
子
で
し
ょ
う
。
次
か
ら
選え

ら

ん
で
、
記
号
を
○
で　

囲か
こ

み
ま
し
ょ
う
。

ア　

元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
楽
し
そ
う
な
様
子

イ　

こ
わ
が
り
、
自じ

信し
ん

が
な
い
様
子

ウ　

い
や
が
り
、
や
る
気
が
な
い
様
子

4��

⑷
―
―
﹁
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
決
心
を
し
た
」
の
は
、
ど
う
し
て
で
す
か
。
次

か
ら
選え

ら

ん
で
、
記
号
を
○
で　

囲か
こ

み
ま
し
ょ
う
。

ア　

�

コ
キ
リ
さ
ん
が
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
こ
と
を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
す

す
め
た
か
ら
。

イ　

ほ
う
き
で
飛と

ぶ
こ
と
が
大
好す

き
に
な
っ
た
か
ら
。

ウ　

�

魔ま

女じ
ょ

の
む
す
め
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
自
分
が
あ
と
を
つ
が
な

く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
た
か
ら
。

が
り
と
着
地
の
し
か
た
を
お
し
え
て
も
ら
う
と
、
コ
キ
リ
さ
ん
の
あ
と

に
つ
い
て
、
⑶
お
ず
お
ず
と
ほ
う
き
に
ま
た
が
っ
て
、
地
を
け
っ
た
の
で

し
た
。

　

と
た
ん
に
体
が
す
っ
と
軽
く
な
り
、
キ
キ
は
、
な
ん
と
、
空
中
に
浮う

い
て
い
た
の
で
す
！

﹁
あ
た
し
、
飛と

ん
で
る
！
」

　

キ
キ
は
思
わ
ず
さ
け
ん
で
い
ま

し
た
。
そ
れ
は
屋
根
よ
り
た
っ
た

三
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
高
さ
で
し

た
が
、
と
て
も
い
い
気
持
ち
で
し

た
。
空
気
も
、
ほ
ん
の
す
こ
し
青

い
感
じ
で
し
た
。
そ
れ
に
、
も
っ

と
高
い
と
こ
ろ
を
飛と

ん
で
み
よ

う
、
も
っ
と
、
も
っ
と
…
…
そ
し

た
ら
何
が
見
え
る
か
な
、
何
が
あ

る
か
な
、
も
っ
と
、
も
っ
と
…
…

と
ま
る
で
体
と
心
を
も
ち
あ
げ
る

よ
う
な
ふ
し
ぎ
な
興き
ょ
う

味み

が
わ
い
て

き
て
、
た
ち
ま
ち
飛と

ぶ
こ
と
が
だ
い
す
き
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
⑷
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
決
心
を
し
た
の
で
す
。

（
角か

ど

野の

栄え
い

子こ

『
魔ま

女じ
ょ

の
宅た

っ

急き
ゅ
う

便び
ん

』福ふ
く

音い
ん

館か
ん

書
店　

よ
り
）

魔ま

女じ
ょ

に
な
る
た
め
に
必ひ

つ

要よ
う

な
こ
と
を

教
え
よ
う
と
し
て
い
た
ん
だ
ね
。

あ
ま
り
魔ま

女じ
ょ

に
な
る
気
が
な
か
っ
た

キ
キ
の
気
持
ち
が
変か

わ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
。

主
人
公
の
気
持
ち
が
変へ

ん

化か

し
た
「
き
っ
か
け
」
に
注
目
し
よ
う
。

5



国語
マスター

 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

月

日

曜
日

分

 
 

 
  

た
て
の
ヒ
ン
ト  

 
 

 
 

 
 

  

横
の
ヒ
ン
ト  

 
 

 

①	

カ
レ
ン
ダ
ー
の
こ
と
を
、
別べ
つ

の
言
い
方
で
何

と
い
う
？

②	

と
て
も
ほ
し
い
こ
と
を
、﹁
○
○
か
ら
手
が

出
る
」と
い
う
ね
。

③	

地
球
上
で
は
、﹁
○
○
○
」よ
り
も
海
の
ほ
う

が
広
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
ね
。

④�	

ユ
リ
の
仲な
か

間ま

の

　

	

こ
の
花
の
名
前
は
？

⑦	

生
き
て
い
る
形
の
ま
ま

　
	

死
ん
で
い
る
人
の
こ
と
。

⑧	
五
月
の
第
二
日
曜
日
は
、﹁
○
○
の
日
」だ
ね
。

⑩	

お
し
り
か
ら
転
ぶ
こ
と
を
、﹁
し
り
○
○
を

つ
く
」と
い
う
ね
。

⑪	

草
の
上
に
い
て
、
よ
く
は
ね
る
虫
だ
よ
。

⑫�	

家
や
庭
な
ど
を
ぐ
る
り
と　

囲か
こ

っ
た
も
の
。

⑬�	

こ
と
わ
ざ
だ
よ
。﹁
○
○
も
積つ

も
れ
ば
山
と

な
る
」。

⑭	

﹁
失し
っ

敗ぱ
い

は
成せ
い

功こ
う

の
○
○
」。
失し
っ

敗ぱ
い

し
て
も
、
な

ぜ
失し
っ

敗ぱ
い

し
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
今
度

は
う
ま
く
い
く
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
の

こ
と
わ
ざ
。

①	

五
月
五
日
の
空
に
、
泳
い
で
い
る
も
の
は
？

⑤	

な
ぞ
な
ぞ
の
こ
と
を
、
外
国
か
ら
き
た
言
葉

で
は
何
と
い
う
の
？

⑥	

慣か
ん

用よ
う

句く

だ
よ
。﹁
○
○
に
た
こ
が
で
き
る
」。

⑧	

﹁
泣な

き
っ
つ
ら
に
○
○
」。
悪
い
こ
と
が
重
な

る
と
き
に
使
う
こ
と
わ
ざ
だ
よ
。

⑨	

﹁
○
○
○
か
る
た
」と
い
う
遊
び
を
知
っ
て
い

る
か
な
？

⑩	

家
の
外
に
も
う
け
た
出
入
り
口
の
こ
と
。
学

校
に
あ
る
の
は
、﹁
校
○
○
」と
い
う
ね
。

⑪	

く
き
に
と
げ
の
あ
る

　

	

こ
の
花
の
名
前
は
？

⑫	

﹁
負
け
」の
反
対
は
？

⑬	

こ
ど
も
の
日
に
食
べ
る
も
の
。

⑮	

手
紙
の
こ
と
。﹁
お
○
○
○
あ
り
が
と
う
」と
、

返
事
に
書
く
よ
ね
。

⑯	

ね
て
い
る
と
き
に
し
ゃ
べ
る
言
葉
。

▲

花
の
名
前
は
？

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が

完か
ん

成せ
い

し
た
ら
、

の
文
字

を
う
ま
く
な
ら
べ
て
、
花

の
名
前
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

20

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

国
語
辞じ

典て
ん

　
せ
い
か
く
を
表
す
言
葉

た
て
・
横
の
ヒ
ン
ト
か
ら
、

□
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
考
え
て
、

書
き
ま
し
ょ
う
。

1

挑
ちょう

戦
せん

1

6

ぼ
た
ん

こいのぼり　す
よ　ど　くいず
みみ　はち　ら
　いろは　もん
ばら　　かち
っ　ちまき　も
たより　ねごと



①
〜
⑤
の
（（　

））
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を

の
中
か
ら
選え
ら

ん
で
、
書
き
入
れ
ま
し
ょ
う
。

②（（　
　
　
　
　

��

））�・
知
ら
な
い
人
を
見
て
、
は
ず
か
し
が
っ
た
り
、

�
��

泣な

い
た
り
す
る
こ
と
（
子
）

③（（　
　
　
　
　

��

））�・
か
ん
た
ん
に
で
き
る
こ
と
で
も
、

�
��

め
ん
ど
う
が
っ
て
や
ろ
う
と
し
な
い
人

　

へ
そ
曲
が
り�

・
す
な
お
で
は
な
く
、
何
で
も
さ
か
ら
う
人

　

負
け
ず
ぎ
ら
い�

・
負
け
る
こ
と
が
き
ら
い
な
人

④（（　
　
　
　
　

��

））�・
先
の
こ
と
を
よ
く
考
え
ず
に
、

�
��

行
動
し
て
し
ま
う
人

⑤（（　
　
　
　
　

��

））�・
く
よ
く
よ
せ
ず
、
未み

来ら
い

を
明
る
く
考
え
る
人

　

わ
が
ま
ま�

�・
勝
手
気
ま
ま
に
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
を
、�

��

し
た
い
よ
う
に
す
る
こ
と

　

わ
ん
ぱ
く�

・
元
気
で
活
発
な
子
ど
も

　
　

む
て
っ
ぽ
う　
　
　

人
見
知
り　
　
　

楽
天
家　
　
　

八
方
美
人　
　
　

ぶ
し
ょ
う
者

せ
い
か
く
を
表
す
言
葉

今
回
は
、「
せ
い
か
く
を
表
す
言
葉
」
を
取
り

上
げ
た
ぞ
。
あ
な
た
の
周ま

わ

り
に
、
こ
う
い
う

人
は
い
な
い
か
な
？

　

ち
ゃ
ら
ん
ぽ
ら
ん�

・
い
い
か
げ
ん
な
こ
と

　

出
し
ゃ
ば
り�

・
自
分
が
す
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
の
に
、

�
��

口
出
し
や
手
出
し
す
る
こ
と
（
人
）

　

照て

れ
屋�

・
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す
ぐ
に
照て

れ
る
人

　

な
ま
け
者�

・
す
ぐ
に
さ
ぼ
り
た
が
る
人

　

の
ん
き
者�

・
の
ん
び
り
し
て
、
急
が
な
い
人

①（（　
　
　
　
　

��

））�・
み
ん
な
に
良よ

く
思
わ
れ
よ
う
と
し
て
、

�
��

だ
れ
と
で
も
調
子
を
合
わ
せ
て
つ
き
合
う
人

　

ひ
と
り
よ
が
り�

・
自
分
の
考
え
だ
け
を
い
い
と
思
い
、

�
��

他
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
こ
と
（
人
）

2

7

八
方
美
人

人
見
知
り

む
て
っ
ぽ
う

楽
天
家

ぶ
し
ょ
う
者



つたえる

作文

 取り組んだ日

目
もく

標
ひょう

タイム

月

日

曜
日

分

も
し
き
み
が
犬
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
毎
日
の
生
活
は
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
想そ

う

像ぞ
う

し
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

犬
の
気
持
ち
に
な

っ
て
、
考
え
て
み

る
ん
じ
ゃ
。

き
み
の
名
前
は
？

何
を
し
て
遊
ぶ
？

犬
に
な
っ
た
き
み
か
ら
見
た
、

人
間
の
き
み
は
ど
ん
な
人
か
な
？

犬
の
き
み
か
ら
、
人
間
に

言
い
た
い
こ
と
は
？

ど
ん
な
種し

ゅ

類る
い

や

大
き
さ
の
犬
か
な
？

朝
起
き
た
ら
、

ま
ず
何
を
す
る
？

想そ
う

像ぞ
う

し
て
書
い
て
み
よ
う

現
実
か
ら
は
な
れ
た
場
面
を
い
ろ
い
ろ
と

想
像
し
て
書
い
て
み
る
問
題
で
す
。
想
像

を
ど
ん
ど
ん
ふ
く
ら
ま
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
を
話
の
き
っ
か
け
に
し
て
物
語
を
書

い
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

40

1 挑
ちょう

戦
せん

2

8

例例

小
さ
い
し
ば
犬

ち
び
丸

の
び
を
す
る
。

た
か
ら
も
の

さ
が
し

め
ん
ど
う
な
こ
と

が
き
ら
い
で
、
の
ん

び
り
し
て
い
る
人

自し

然ぜ
ん

を

大
切
に
し
よ
う
。



も
し
も
無む

人じ
ん

島と
う

に
流
れ
着
い
た
ら
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
想そ

う

像ぞ
う

し
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

な
？

ま
ず
、
何
が
必ひ

つ

要よ
う

か
な
？

ア　

食
べ
物

イウア
の
食
べ
物
は
、

ど
う
や
っ
て
さ
が
す
？

イ
は
ど
う
し
よ
う
？

ウ
は
ど
う
す
る
？

2

9

火
例例

水
海
で
貝
や
魚
を
と

り
、
食
べ
ら
れ
る

木
の
実
を
さ
が
す
。

木
を
こ
す
り
あ
わ

せ
て
、
火
を
起
こ

す
。

川
や
、
わ
き
水
が

な
い
か
調
べ
、
な

け
れ
ば
雨
水
を
た

め
る
。



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国語

文字

• 新出漢字
• 漢字とかなの
起こり

• 同じ音の漢字

• 新出漢字
• 漢字の音と訓

• 新出漢字
• 熟語の組み立て

• 新出漢字
• 漢字の部首

• 新出漢字
• 同じ読み方の
漢字・熟語

• 漢和辞典の
使い方

• 新出漢字
• 同じ読み方の
漢字・熟語

• 新出漢字
• 書き方・読み方に
注意する漢字

• 新出漢字
• 送りがなに
注意する漢字

• 新出漢字
• 漢字の部首

• 新出漢字
• 漢字の部首

• 新出漢字
• 100問チェック

• 4年生の復習

言葉

• 言葉の種類
名詞、動詞、
形容詞、
形容動詞

• 言葉の使い方
呼応の副詞、
擬声語と擬態語、
複合語

• 国語辞典の
引き方

• 文の組み立て
主語、述語、
修飾語

• 慣用句
• 意味が複数ある
言葉

• 外来語
• 助詞のいろいろ

• 打ち消し文、
質問文、過去の
ことを表す文、
伝聞を表す文、
丁寧な言い方

• 敬語
• 反対語

• 同じような意味
の言葉

• ことわざ

• 慣用句 • 三字・四字の熟語
• 指示語
• 接続語

• 同音異義語 • 言葉の復習 • 4年生の復習

読解

• 物語
「魔女の宅急便」
（角野栄子）
など

• 物語
「泣いた赤おに」
（浜田廣介）
など

• 物語
「クレヨン王国
いちご村」
（福永令三）
など

• 物語
「きずだらけの
リンゴ」
（きむらゆういち）
など

• 物語
「放課後の
時間割」
（岡田淳）など

• 物語
「ほらあなの
げんしじん」
（たかしよいち）
　など

• 物語
「先生の
つうしんぼ」
（宮川ひろ）など

• 物語
「きつねの写真」
（あまんきみこ）
など

• 物語
「幼年記
―かがやく大気
のなかで」
（笹山久三）
など

• 物語
「アルプスの
少女」
（ヨハンナ＝ 
スピリ）など 

• 物語
「ぼっこ」
（富安陽子）
など

• 物語
「赤毛のアン」
（モンゴメリ）
など

作文

• 自己紹介の
スピーチ原こう

• 考えたことを書く
• ４コマまんがを
完成させる

• 目標を書く
• 「○○な日曜日」
作文　など

• 言葉遊びの
詩を書く

• なぞかけ　など

• 感想文
• 「夏休みの
思い出」作文
など

• 三題ばなし
• 「◯◯を好きに
なったわけ」
作文　など

• 図鑑の内容を
紹介する

• 挑戦したことを
書く

• 詩を書く
• 「ありがとう」
作文

• 調べたことを書く
• 今年を漢字一字
で表すと

• かるたづくり
• 「冬休みの
できごと」作文

• 物語を書く • 「四年生を
ふり返って」
作文

算数

主な学習内容

• 折れ線グラフ
• 角の測り方と
かき方

• わる数が
１けたのわり算

• 平行と垂直

• 小数のしくみ
• 小数のたし算・
ひき算

• 台形・
平行四辺形・
ひし形

• わる数が２けたの
わり算

• 図を使って考える
文章題（線分図）

• 億、兆までの
大きな数

• 大きな数の計算
• 式と計算

• 計算のきまり
• がい数

• 面積
（長方形・正方形・
大きな面積の
単位）

• 小数のかけ算
• 変わり方
• 整理のしかた

• 小数のわり算 • 帯分数・仮分数で
表す

• 帯分数・仮分数の
たし算・ひき算

• 直方体と立方体 • 4年生の復習

図形

• 同じ形を探す
など

• 同じ形の
組み合わせ方を
考える　など

• 同じ形の
組み合わせ方を
考える など

• ます目何個分の
広さかを考える
など

• 正方形を重ねた
図形の広さを
考える　など

• 図形のまわりの
長さを求める
など

• 面積や長さを
求める　など

• コインを動かして
形をつくる　
など

• 重ねた図形の
面積を求める　

• ます目何個分の
広さかを考える

• 重なっている部分
の長さを求める
 など

• 立体の図と平面の
図から考える 
など

思考の達人ツール • ベン図 • ベン図 • X・Yチャート • X・Yチャート • お魚ボーン図 • お魚ボーン図 • イメージマップ • コンセプトマップ • ステップチャート • クラゲチャート • ピラミッド
チャート

• ピラミッド
チャート

複合教科問題
• サクラの開花 • 日なたと日かげ

のヒミツ
• ダンゴムシの
特ちょう

• 歌舞伎 • リニアモーター
カー

• 形がそろって
いない野菜

• ツバメを
観察しよう！

• 米のしゅうかく • ごみのしょ理と
利用

• 食べ物と健康 • すがたを
かえる水

• りんご

年間学習カリキュラム小4コース

※内容は一部変更になる場合がございます。

国語国語国語国語国語

算数算数算数算数算数

思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール思考の達人ツール

複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題複合教科問題

小4コース




